
Ⅲ．講義概要（シラバス） 

≪専門分野Ⅱ≫ 

授業科目 母性看護学演習 

担当講師  実務経験 ○有・無（臨床助産師） 

単位・時間数 1 単位 30 時間 開講年次 3 年次 4 月 

到達目標 
1．母性の特性を捉えた看護過程を展開する。 

2．母性看護の対象に応じた看護技術を実践する。 

回数 時間 学習内容 授業方法 

1 2 

母性看護学演習オリエンテーション 

ビジョン、ゴール設定 

マタニティ診断とは 

事例におけるウエルネス型看護過程の展開 

講義 

2 

6 マタニティ診断過程において追求したいテーマの学習 演習 3 

4 

5 
4 テーマ学習の発表 

発表 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 6 

7 

8 

テーマごとに 

妊娠期、分娩期，産褥期における対象のマタニティ診断過程から対象に応じた看護実

践（技術練習）を行う。 

演習 
8 

9 

10 

11 

10 

テーマごとにロールプレイで発表 

全体ディスカッション 

リフレクション 

凝縮ポートフォリオ作成 

ロールプレイ 

発表 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

12 

13 

14 

15 

評価方法・評価基準 

演習の内容（事例の看護過程の展開・テーマ学習・ロールプレイの発表） 

評価規準表にて評価  

60 点以上合格 

テキスト 
母性看護学すべてのテキスト 

その他は開講時に紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪統合分野≫ 

授業科目 看護研究 

担当講師  実務経験 ○有・無（臨床助産師） 

単位・時間数 1 単位 15 時間 開講年次 3 年次 4～12 月 

到達目標 
自らリサーチクエスチョンをたて、臨床における看護実践の質向上に向けた一連の研究のプロセス

を実践する。 

回数 時間 学習内容 授業方法 

1 2 

看護研究ガイダンス 

研究領域別ゼミナール（1） 

  研究計画についてプレゼンテーションとディスカッション 

講義・演習 

2 2 

研究領域別ゼミナール（2）～（5） 

  プレゼンテーションとディスカッション 

   ～データ収集・分析, 考察，論文作成に関する検討～ 

演習 
3 2 

4 2 

5 2 

6 
4 研究論文クリティーク会 演習 

7 

8 1 看護研究発表会オリエンテーション 演習 

評価方法・評価基準 研究論文と研究への取り組みを総合的に評価する 60 点以上合格 

テキスト 
系統看護学講座 看護研究 (医学書院) 

看護のためのわかりやすいケーススタディの進め方 (照林社) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業科目 看護管理 

担当講師  実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 1 単位 30 時間 開講年次 3 年次 4～8 月 

到達目標 

1．チーム医療及び多職種との協働の中で、看護師としてメンバーシップ及びリーダーシップを理解

し看護をマネジメントする。 

2．災害看護の基礎的知識について理解する。 

3．国際社会と看護について理解し、国際的視野を持つ。 

区分 回数 時間 学習内容 授業方法 

看
護
管
理 

1 2 看護サービスとチーム医療 看護制度と法体系 講義 

2 2 看護サービスと経済 講義 

3 2 看護サービスの管理① 講義 

4 2 看護サービスの管理② 講義 

5 2 医療安全と医療の質の保証 講義 

災
害
と
看
護 

6 2 災害医療の基礎知識 講義•演習 

7 
4 

災害の実際と備え 

「人と防災未来センター」 
学外学習 

8 

9 2 ①災害時看護支援活動の実際 講義 

10 2 ②災害時の看護の役割  演習 

11 1 トリアージ・応急処置 講義 

12 
4 トリアージ訓練・応急処置 演習 

13 

国
際

看
護 

14 2 国際看護概論 講義 

15 2 異文化の看護実践、多文化理解とコミュニケーション     演習 

 16 1 筆記試験 試験 

評価方法・評価基準 
筆記試験、演習の取り組み状況、課題などを総合的に評価する  

60 点以上合格 

テキスト 
系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践[1] 看護管理（医学書院） 

系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践[3] 災害看護学・国際看護学（医学書院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業科目 医療安全 

担当講師  実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 1 単位 15 時間 開講年次 3 年次 4～5 月 

到達目標 医療安全に必要な知識・技術・態度を習得する。 

回数 時間 学習内容 授業方法 

1 2 看護における安全の概念 講義 

2 2 ヒューマンエラーの概念 講義 

3 2 事故発生のメカニズムと防止対策・リスク要因 講義 

4 2 看護・在宅看護における医療事故と安全対策 講義 

5 2 医療従事者の安全を脅かすリスクと対策 講義 

6 2 医療事故後の対応 講義 

7 2 KYT（危険予知トレーニング） 演習 

8 1 筆記試験 試験 

評価方法・評価基準 筆記試験 60 点以上合格 

テキスト ナーシンググラフィカ 医療安全（メディカ出版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業科目 臨床看護の実践 

担当講師  実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 1 単位 30 時間 開講年次 3 年次 4～12 月 

到達目標 
1．今までに学んだ知識、技術を統合し、対象の状態に応じた看護を実践する能力を身につける。 

2．看護技術の総合的評価を行い自己の傾向と課題を明確にする。 

回数 時間 学習内容 授業方法 

1 2 
ガイダンス・複数の事例提示 

複数の事例患者の看護過程の展開① 
講義・演習 

2 2 複数の事例患者の看護過程の展開② 講義・演習 

3 2 看護問題・看護計画・発表 発表 

4 2 
多重課題・優先順位の考え方 

複数の患者受け持った場合の行動計画立案・修正 
講義・演習 

5 2 多重課題への対応① 演習 

6 2 
多重課題への対応② 

事例の看護計画に基づいた看護技術演習計画立案 
演習 

7 2 看護技術演習① 演習 

8 2 看護技術演習② 演習 

9 2 看護技術演習③ 演習 

10 2 看護技術演習④ 演習 

11 2 看護技術演習⑤ 演習 

12 2 筆記試験/OSCE オリエンテーション 試験・講義 

13 2 OSCE 試験 

14 2 OSCE 試験 

15 2 OSCE 振り返り・自己の課題の明確化 講義・演習 

評価方法・評価基準 筆記試験と演習、技術試験により総合的に評価を行う 60 点以上合格  

テキスト 

ナーシンググラフィカ 医療安全（メディカ出版） 

系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践[１] 看護管理（医学書院） 

その他、開講時に紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨地実習のシラバスは実習要項を参照 

 


